
組織改革経験者による“学びと実践”の場への集い           JQAA実践研究部主催 

｢実践研究会メンバー募集｣ 第12期要項 

主催：JQAA（経営品質アセッサーフォーラム） 

経営変革は「学び」と「実践」の波動エネルギー！ 
卓越した企業組織を創造していくために、実践する仲間と「経営品質」の思考を使って
持ち寄った組織課題を、クローズした研究部会で深耕し、「経営を学び、実践する力」
を付けるという目標に向かって、課題解決のアプローチを皆さんと話し合う研究会です。 
 第一世代の実践活動1.0では、顧客価値創造の課題をQMS手法によって現場の取り
組みを中心に、参加メンバ相互の討議を重ねてきました。第二世代の実践活動2.0では、
それらの課題解決討議に加え、先進組織のベンチマークや事例研究などを重ねてきました。 
 募集する次12期の実践活動3.0では、経営課題の構造化を試み、JQA基準が求める
価値創造プロセスの結果からの振り返りマネジメントのモデル化を、チームで話し合います。 
新たなメンバーを迎えて、一つ一つの対話を大切にし、チームの学びから「気づき」を自らの
組織に持ち帰り、実践知へと高めていくために、参加者一人一人の革新行動を期待する。 

～経営品質活動を組織の中で実践している仲間と連帯する～ 

新たな実践活動3.0に向け、経営変革を進めていきましょう 

企業組織の中で経営革新を実践されている方を広く募集しています。 
具体的な対象者の概略イメージは、組織内の役割として「CS経営関係」「経営計画・事業計画の立
案」あるいは「組織風土の革新推進」「業務改善」を実務として担っている方を対象としています。 

企業の部門あるいは事業部で上記に当該する方に加え、中小企業の経営層の方にも広く参加を集って
います。今までも多くの中堅組織の方も応募をいただき、文字通り組織の全体最適に関する貴重な議
論を重ねることができており、メンバ相互の共学や新たな気付きとなって成果を得たいと思います。 

上記の経営改革の推進や支援の中核的な役割の方はもとより、様々な改革で壁にぶつかって悩んでお
られる方、強い熱意で経営改革の実現に向かっておられる方、更にはこれから経営品質を学び改革を
進めようとしている方、組織内アセッサーのスキル向上を目指す方など広く参加を呼び掛けています。 

参加いただいたメンバー間で、深い議論をしていただくために、少数の参加者で、それぞれの立場や
義務を最大限尊重しながら、クローズドシステム(NDA締結)として「実践研究会」を運営いたします。 

募集対象者 私たちJQAAスタッフと共に、「経営を学び、実践する力」を期間を通じて集学いただける方 

募集要項 開催運営の概要と年間予定を一旦示しますが、メンバー意見を交換した後に決めます 
募集企業数 1業種1名を目途に、6～８名(組織代表)程度。（重複があればメンバ調整します） 

活動期間 201６年0６月下旬から2016年１２月までの半年間。（会合は６回開催を予定） 

参加費用 年会費 14,000円/名 （指定口座に一括銀行振り込み） 

開催場所 都内を予定（渋谷区総合文化センター大和田の学習室を想定しています） 

申込方法 組織または会社名、所属部門、氏名、メールアドレス、簡単な紹介文を記載して 
 「12期実践研究会の申込み」と明記の上、下記受付アドレスへご連絡ください。 

 http://jqaa.org/ 

お問い合わせ jqaa-jisuke@freeml.com 左記の受付アドレスへご連絡ください。 

mailto:jqaa-jisuke@freeml.com


※ 個人情報の取り扱いについて：下記内容にご同意の上、お申し込みください。 
  

JQAA（経営品質ｱｾｯｻｰﾌｫｰﾗﾑ）では、今回ご記入いただいた情報は今後セミナーお申込者に情報提供させていただく際に使用させて
いただきますが、個人情報の紛失、誤用を防止するために厳重なセキュリティ対策の下、管理いたします。 
なお、ご連絡の際には直接お電話を差し上げる場合もございますのであらかじめご了承ください。また、セミナーお申込者からいただきました
個人情報に関しまして、修正、利用停止、削除などの必要が生じた場合、ご本人様から直接ご連絡いただくことにより、適宜ご要望に応じた
対応をさせていただきます。 

URL  http://jqaa.org/ JQAA（経営品質アセッサーフォーラム） 
私たちJQAAは、認定セルフアセッサーが中心となって活動しているボランティア団体です。経営品質協議会と連携して、
顧客視点で経営を見直し、経営革新を目指す方々に、協創（共創）の場を通じて、知識・知恵・情報を提供しています。 

概略ｽｹｼﾞｭｰﾙ 年間工程は下記を予定。(下旬:第4週を候補)     事例研究として実践ワークショップも別途予定。       

*1；実践研究部の活動の中で、募集する研究会以外に、ベンチマーキング/実践学習会を別途開催予定です。 

カレンダ 
16年度開催の実践研究会スケジュール (今回募集) 16年度開催の実践ワークショップ 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 
日程 25日 29日 下旬 -- 下旬 下旬 下旬 中旬 下旬 下旬 下旬 下旬 
活動 
内容 

研究会 
の説明会 

12期 
会合1 

12期 
会合2 休月 12期 

会合3 
12期 
会合4 

12期 
会合5 

12期 
会合6 

課題研究 
WS1 

課題研究 
WS1 

課題研究 
WS2 

課題研究 
WS2 

ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ 
開始 18:30                                                          20:30終了 
 
 
 
 
     30分      15分                                        60分                      15分 

ワイガヤ形式のディスカッション”場” 
CAP-Do 

課題設定 
組織プロフィール 

討議の内容 
として 

課題提起 討議内容 
まとめ 

研究会の開催日のタイムスケジュールです。延びても21時には後片付けを含み終わります。  

参加者の声 研究会のメンバーの多様性から生まれる、多くの経験知やケーススタディから「気づき」を持ち帰ります。 
回らないPDCA,動かない組織の呪縛が「引っ張っていく」から「みんなで考えてみて」に変わった。 

経営視点で顧客価値を考えることによって、問題点の見える化をするようになった。 

参加することで、全体最適などの大きな視点や実際の具体化など、現状が整理できた。 

自社討議メンバーが見当たらず、抱えている仕事・会社のことを話すことで、精神的に楽になった。 

他のメンバーの話を聞き、経営革新に向け大変な時期から変化していく様が参考になった。 

皆さんの取り組みを聞くことによって、自ら振り返り、やるべき推進の知恵や活力がもらえた。 

研究会風景 研究会の様子です。この輪の中でメンバー間の経験知に、あなたのスキルを加えてみませんか。 
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